
 

「真夏日」「猛暑日」という言葉が 連日聞かれる季節になりました。 

大きなイベント : 桑葉とブルーベリーの収穫が はじまりました。 

・ 桑葉は 7 月の梅雨の影響を受ける朝が 数日ありました。 

・ ブルーベリーは 予定量以上の収穫依頼がありました。  

 

 7 月 の 援農状況             

援 農 時 間  1921 h  [ 昨年同月 1658 h ]    小さな田んぼの稲穂を 

受 入 農 家  19 軒   参加者  58 人        見つめるひまわり 

             梅雨の晴れ間 

 会 員   41 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年３月からすずしろに入会しました。将来の就農を検討する中で、農業への適性や知識を

少しでも蓄えたく、プランタ―栽培や農業関連の本を読んでいましたが物足りなかったとこ

ろ、休日だけでも地元で農作業ができ、かつ農家さんのお話が伺えるこの組織はとても魅力

的でした。 

援農は初めての体験の連続です。どのような服装や靴が良いのか、今でも試行錯誤していま

す。先日はズッキーニの片づけをしましたが、根を引っこ抜くと小さいアマガエルがたくさ

ん飛び出してきました。 

八王子には長く住んでいますが、農家さんの家や、訪れたことの無かった町の風景には新し

い発見があり、今後も新鮮な気持ちで、援農に臨みたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国土交通省の外郭団体 : (財)日本緑化センターから 

市民農園についてアンケート依頼があり 以下に 回答しました。 

 

開設目的   ①農地の有効活用 ②一般市民に農体験の場を提供 

③農家に新規営農形態を提示 ④会の財務面の強化 

⑤景観・環境対応 

規  模   3 か所  1400 ㎡   800 ㎡   1800 ㎡ 

              (22 区画)    (15 区画)       (23 区画)            農園の里芋と小屋 風景 

開設根拠法  特定農地貸付法                     

活動内容   ①農園の開設 ②利用者の募集 ③農園の管理・運用    

④会員交流の場づくり ⑤農業体験のイベント開催      

「大地と 心と 地域を 耕す」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すずしろは大根  それは大地の豊な恵の象徴   22 世紀につなげる農のあり方を 共に考える会  

 

『 援 農 』   活 動 状 況  

 

 

 

 

 

 

 

 農 園  だ よ り 

NPO 法人  すずしろ 22 

 散田町 西野裕大 

発行責任者 合津秀雄 

080 1351 4860 

挑戦する面白さ、発見する楽しさ 

 

援農 体験記 

「  太陽を にらむひまわり 仁王立ち 」( TBS ) 

 」( 読売 ) 

す ず し ろ ２２ 2016 8 月報 

 

 

 

  

 



○ モロヘイヤ  エジプト原産のﾄﾛﾄﾛ・ﾈﾊﾞﾈﾊﾞ野菜。近年 人気上昇。群馬太田が大生産地。 

○ 種まきどき   播種どきは微妙。「秋野菜の 白菜は 9月第一週  玉葱は彼岸±5日」  

○ 水槽の蚊対策  畑に設置された水槽は蚊の発生が心配。「銅製品を入れておくと 有効」 

(1)  虫さされの被害 

  今月の援農作業で 虫さされの被害事例が 生じました。お見舞いもうしあげます。 

農家窓口     総務担当 : 佐藤     保険会社 の ルートで対応しました。 

(2) 新農家会員のご紹介  

西片倉町の塚本様が入会されました。ご自宅は JR みなみ野駅より 徒歩 5 分ほど。 

畑は『つどいの森公園』に隣接した東の地 等。窓口は長井氏。よろしく お願いします。 

(3) 『 であいふれあい市 』 ― 略称 でふれ市 ― 

5・6 月の 第 3 土曜日に JR 片倉駅近くで開催され参加。(7・8 月は暑さの関係で休)。  

   9 月から再開。野菜集荷/販売で協力いただける方を もとめています。 総務佐藤まで。 

西スカイ 

 

                                         

                                         

                                           

                                                      

                                                      

                                           

                                                

                                               

                                               

                                               

                                                 

                                             

                                              

                                                 訪問者        

                                                  小野寺       

                                                  佐 藤                               

                                              

                                        

                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 月度 定例理事会より    7 月 15 日  於 由井市民センター  

定例理事会 より    開催日 5 月 20 日 於 由井市民センター 

不破日 

事務局からの お知らせ 

① 予算執行状況    ほぼ予算どおりに推移 

② 援農の状況     6 月実績の確認  7/5 開催の 窓口担当者会議についての報告 

③ 定款の変更作業   NPO 法改正に伴う定款の改定作業を継続中 

            新定款の承認の場は 臨時総会でなく 2 月の通常総会とする 

④ 刈払機の使用    作業者費 + 使用料金(消耗品・償却費)  使用料金は 540 円/時間 

⑤ 「誰でも食堂」   他団体の構想を共有 当会としても協力していく     等  

                                            

等 

 

打越町の小山農園さんにおじゃましました。 

畑には、ズッキーニ、きゅうり、ゴウヤ、路地トマト、にんにく、

谷中生姜などが栽培されていました。谷中生姜の葉は、柔らかそう

なきれいなグリーンで、思わず畑から抜いて食べたい衝動にかられ

ました。畑はご自宅近くと、由木、館町、小比企にもあり 4か所の

畑をご夫婦と農林課のボランティア、すずしろ２２からは固定 2 名

とスポット２名の援農で維持しているそうです。 花畑には向日葵

が生き生きと咲いていました。花も野菜もすべて直接納品でねぎぼ

うずや道の駅、京王ストア（北野）などに納品しています。 奥様

が栽培したハーブを使った「フレーバーオイル」や野菜の漬物など

（すずしろ２２の会員さんのレシピだそうです）の加工品も販売し

ています。是非、ねぎぼうずに立ち寄ってみて下さい。 

 

          
16 号線  

 

 

         □ 

  北野街道 

    ゴルフ練習場 

 

 

           横浜線 

 

小山農園さん   野菜・花・ハーブ・加工品 

打越町 小山さんご夫妻 

尾崎 

 

フレーバー 

オイル 


